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≪≪テテキキスストトののししくくみみ≫≫  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

 

①節のテーマ：節のテーマとこの節で学習する内容について示しています。 
 

②重要度：条文の重要度を★マークの数（★～★★★）で表しています。★の数

が多いほど重要度が高い条文です。 
 

③重要キーワード等：試験問題を解く際に正誤判断のポイントとなるキーワード

や数字については、太字や下線で表しています。 
 

④図表：重要ポイントや理解しづらいテーマについて、表やイラストを活用する

ことでスッと頭に入っていくような仕様になっています。 
 

⑤ポイント：各節の学習ポイントについてまとめています。   

 

 

①  

 

⑤  

③ 

② 

④ 
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第第１１章章  貨貨物物自自動動車車運運送送事事業業法法  

 

 

 

 

 

貨物自動車運送事業法は、運送事業者のルールを定めた法

律であり、いわば「運送会社のルールブック」です。試験

での出題数は【30問中 8問】と全科目中最も多く、最重要

科目といえます。『[1-5]点呼』、『[1-11]運行管理者の業務』、

『[1-12]事故報告』に関する問題は必ず出題されます。 

 

 

 

 

●凡例 

事業法………………貨物自動車運送事業法 

事業法施行規則……貨物自動車運送事業法施行規則 

安全規則……………貨物自動車運送事業輸送安全規則 

安全規則解釈運用…貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈

及び運用について 

指導監督の指針……貨物自動車運送事業者が事業用自動車の

運転者に対して行う指導及び監督の指針 

事故報告規則………自動車事故報告規則 
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[1-11]運行管理者の業務 

運行管理者の業務の多くは、法令が事業者に課している義務のうち「運行管理に

関するもの」を事業者の代わりに運行管理者が行うこと（事業者に課されている義

務のうち、運行管理に関する業務を実際に行うのが運行管理者）だとイメージする

と学習しやすいです。試験で必ず出題される項目なのでしっかり覚えましょう。 

 

○運行管理者等の義務（事業法 22条）★★★ 

1．運行管理者は、誠実にその業務を行わなければならず、事業者は、運行管理

者に対し、運行管理者の業務を行うため必要な権限を与えなければならない。 

2．事業者は、運行管理者がその業務として行う助言を尊重しなければならず、

事業用自動車の運転者その他の従業員は、運行管理者がその業務として行う指

導に従わなければならない。 

 

○運行管理者の業務（安全規則 20条）★★★ 
 

 
 

1．運行管理者は、次の業務を行わなければならない。 

Ａ.過労運転等の防止に関する業務 

① 事業者により運転者等として選任された者以外の者を事業用自動車の運行

の業務に従事させないこと。 

 
▼図 1-14 事業者の義務との比較① 

 

 

 

事業者                       運転者等 

 

 

 

運行管理者                  運転者等以外の従業員 
 

●事業者の義務との比較：運転者等を選任するのは事業者！ 

事業者は、事業計画に従い業務を行うに必要な員数の事業用自動車の運転

者等を常時選任しておかなければならない。（p.14｢○過労運転等の防止｣1.参照） 

 

表題の説明にもあるように、運行管理者の業務の多くは、法令が事業者に課して

いる義務のうち「運行管理に関するもの」を運行管理者が代わりに行うことなの

で、事業者に課されている関連義務を参照ページで確認すると理解が深まります！ 

選任 

運行業務に従事させない！ 

【学習のポイント】 
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② 乗務員等が休憩・睡眠のために利用することができる施設を適切に管理す

ること。 

 
▼図 1-15 事業者の義務との比較② 

 

 

 

 

事業者          休憩・睡眠施設        運行管理者 

        

③ 勤務時間・乗務時間の範囲内において乗務割を作成し、これに従い運転者

を事業用自動車に乗務させること。 

 

▼図 1-16 事業者の義務との比較③ 

 

 

 

 

事業者           運転者            運行管理者 

        

④ 酒気を帯びた状態にある乗務員等を事業用自動車の運行の業務に従事させ

ないこと。（p.15｢○過労運転等の防止｣4.参照） 

⑤ 乗務員等の健康状態の把握に努め、疾病、疲労、睡眠不足その他の理由に

より安全に運行の業務を遂行し、またはその補助をすることができないおそ

れがある乗務員等を事業用自動車の運行の業務に従事させないこと。（p.15｢○

過労運転等の防止｣5.参照） 

⑥ 運転者が長距離運転・夜間の運転に従事する場合であって、疲労等により安

全な運転を継続することができないおそれがあるときは、あらかじめ、当該

運転者と交替するための運転者を配置すること。（p.15｢○過労運転等の防止｣6.参照） 

●事業者の義務との比較:勤務時間・乗務時間を定めるのは事業者！ 

事業者は、休憩・睡眠のための時間および勤務が終了した後の休息のため

の時間が十分に確保されるように、運転者の勤務時間・乗務時間を定め、当

該運転者にこれらを遵守させなければならない。（p.15｢○過労運転等の防止｣3.参照） 

●事業者の義務との比較：休憩・睡眠施設の整備・保守を行うのは事業者！ 

事業者は、乗務員等が有効に利用することができるように、休憩に必要な

施設を整備し、乗務員等に睡眠を与える必要がある場合にあっては睡眠に必

要な施設を整備し、これらの施設を適切に管理し、保守しなければならない。

（p.14｢○過労運転等の防止｣2.参照） 

整備 

（管理） 

保守 
管理 

勤務時間 

乗務時間 

の設定 

乗務割を 

作成し、 

乗務させる 

※整備・管理・保守の 3 業務のうち、

管理業務のみ運行管理者が行う！ 
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⑦ 特定自動運行事業用自動車による運送を行おうとする場合には、特定自動

運行事業用自動車に特定自動運行保安員を乗務させ、もしくはこれと同等の

措置を行い、または遠隔からその業務を行わせること。 

Ｂ.積載・通行制限等における指導・監督に関する業務 

⑧ 過積載による運送の防止（p.22｢○過積載の防止｣参照）について、従業員に対す

る指導・監督を行うこと。 

⑨ 貨物の積載方法（p.27｢○貨物の積載方法｣参照）について、従業員に対する指導・

監督を行うこと。 

⑩ 通行の禁止または制限等違反の防止（p.27｢○通行の禁止または制限等違反の防止｣

参照）について、運転者等に対する指導・監督を行うこと。 

Ｃ.点呼に関する業務 

⑪ 運転者等に対して点呼を行い、報告を求め、確認を行い、指示を与え、記

録し、その記録を保存し、運転者に対して使用するアルコール検知器を常時

有効に保持すること。（p.16～17「○点呼等」参照） 

Ｄ.運行に係る記録等に関する業務 

⑫ 運転者の業務について、業務を行った運転者等ごとに所定事項を記録させ、

およびその記録を保存すること。（p.18～19「○業務の記録(運転日報)」参照） 

⑬ 運行記録計を管理し、およびその記録を保存すること。（p.19「○運行記録計(タ

コグラフ)による記録」参照） 

⑭ 運行記録計による記録が義務付けられている事業用自動車（p.19「○運行記録

計(タコグラフ)による記録」参照）について、運行記録計により記録することので

きないものを運行の用に供さないこと。 

⑮ 事業用自動車に係る事故が発生した場合に、所定事項を記録し、およびそ

の記録を保存すること。（p.19「○事故の記録(事故記録簿)」参照） 

⑯ 運行指示書を作成し、その写しに変更の内容を記載し、運転者等に対し適切な

指示を行い、運行指示書を運転者等に携行させ、変更の内容を記載させ、運行

指示書およびその写しの保存をすること。（p.20「○運行指示書による指示等」参照） 

⑰ 運転者等ごとに運転者等台帳を作成し、営業所に備え置くこと。（p.21「○運

転者等台帳」参照） 

Ｅ.従業員に対する指導・監督に関する業務 

⑱ 法令が定める所定の事項について、運転者等に対する適切な指導監督を行

うとともに、所定事項を記録し、かつ、その記録を営業所において保存する

こと。（p.22「○運転者等に対する指導・監督」1.参照） 

また、事業用自動車に備えられた非常信号用具・消火器の取扱いについて、

当該事業用自動車の乗務員等に対する適切な指導を行うこと。（p.22「○運転者等に

対する指導・監督」2.参照） 
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⑲ 特別な運転者（事故惹起運転者、初任運転者、高齢運転者）に対して、運行の

安全を確保するために遵守すべき事項について特別な指導を行い、かつ、適

性診断を受けさせること。（p.23～25「○特別な運転者に対する特別な指導」参照） 

⑳ 異常気象等その他の理由により輸送の安全の確保に支障を生ずるおそれが

あるときは、乗務員等に対する適切な指示その他輸送の安全を確保するため

に必要な措置を講ずること。（p.22「○異常気象時等における措置」参照） 

㉑ 事業者により選任された補助者（p.28「○運行管理者等の選任」3.参照）に対する

指導・監督を行うこと。 

㉒ 自動車事故報告規則 5条の規定により定められた事故防止対策（p.37「○事故

警報」参照）に基づき、事業用自動車の運行の安全の確保について、従業員に

対する指導・監督を行うこと。 

2．特別積合せ貨物運送を行う一般貨物自動車運送事業の運行管理者は、1.に定め

るもののほか、当該特別積合せ貨物運送に係る運行系統であって起点から終点ま

での距離が 100キロメートルを超えるものごとに、所定事項について事業用自動

車の運行の業務に関する基準を定め、かつ、当該基準の遵守について乗務員等に

対する適切な指導・監督を行わなければならない。（p.15｢○過労運転等の防止｣7.参照） 

3．運行管理者は、事業者に対し、事業用自動車の運行の安全の確保に関し必要

な事項について助言を行うことができる。 

▼図 1-17 運行管理者の業務一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PPOOIINNTT 

☞試験で必ず出題される項目である。数が多く大変だが、必ず目を通しておくこと。 

②休憩・睡眠施設の管理 

①運転者等以外の者を運
行業務に従事させない 

③乗務割を作成し、乗務さ
せる 

④酒気を帯びた乗務員等を
運行業務に従事させない 

⑤疾病等により安全運転
等ができない乗務員等を
運行業務に従事させない 

⑧過積載防止の指導・監督 

⑥交替運転者の配置 

⑦特定自動運行保安員に
運行業務を行わせる 

⑭運行記録計の管理・記録
の保存 

⑫業務の記録の管理・保存 

⑪点呼の実施、アルコール
検知器の保持 

⑬運行記録計の設置対象
車両の管理 

⑮事故の記録の作成・保存 

⑩通行禁止・制限等違反防
止の指導・監督 

⑨積載方法の指導・監督 

⑯運行指示書の作成・保
存、運転者等への指示等 

⑰運転者等台帳の作成・保
存 

⑱運転者に対する指導・監
督、非常信号用具等の取
扱いの指導 

⑲特別な運転者に対する
指導・監督 

⑳異常気象時の指示等 

㉑補助者の指導・監督 

㉒事故防止対策に基づく
指導・監督 

㉓特積み貨物運送に係る
運行業務基準の設定 

㉔安全確保に関する助言 
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第第２２章章  道道路路運運送送車車両両法法  

 

 

 

 

 

 

道路運送車両法は、自動車の登録・検査・点検整備などに

ついて定められた法律であり、自動車の所有者や使用者に

適用されます。試験での出題数は【30問中 4問】と最も少

ないです。『[2-3]自動車の検査』、『[2-5]道路運送車両の

保安基準』に関する問題は必ず出題されます。 

 

 

 

 

 

 

 

●凡例 

車両法……………道路運送車両法 

車両法施行規則…道路運送車両法施行規則 

点検基準…………自動車点検基準 

保安基準…………道路運送車両の保安基準 

細目告示…………道路運送車両の保安基準の細目を定める告示 
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[2-3]自動車の検査 

試験で必ず出題される項目です。自動車を運行の用に供するには、保安基準（[2-5]

道路運送車両の保安基準（p.52～59）参照）に適合しているか検査を受けなければなりま

せん。なお、自動車検査証（車検証）は、令和 5年 1月※より電子化されました。 

※軽自動車は令和 6 年 1 月予定 

○自動車の検査および自動車検査証（車両法 58条）★★ 

1．自動車（検査対象外軽自動車および小型特殊自動車を除く。）は、国土交通大

臣の行う検査を受け、有効な自動車検査証（車検証）の交付を受けているもの

でなければ、これを運行の用に供してはならない。 

2．自動車検査証は、車台番号、使用者の氏名・名称その他国土交通省令で定め

る事項が記載され、かつ、これらの事項、有効期間その他国土交通省令で定め

る事項（自動車検査証記録事項）が電子的方法、磁気的方法その他の人の知覚

によって認識することができない方法により記録されたカード※とする。 

※従来のような紙ではなく、A6 サイズ相当の IC カードになった。 

 

○自動車の検査の種類（車両法 59条、62条、63条、67条、71条）★★ 

国土交通大臣の行う自動車の検査は、新規検査、継続検査、臨時検査、構造等

変更検査および予備検査の 5種類である。 

 

○新規検査（車両法 59条）★★ 

登録を受けていない自動車を運行の用に供しようとするときは、自動車の使用

者は、当該自動車を提示して、新規検査を受けなければならない。 

 

○継続検査（車両法 62条）★★  （※いわゆる｢車検｣とは、この継続検査のこという） 

1．自動車の使用者は、自動車検査証の有効期間の満了後も当該自動車を使用し

ようとするときは、当該自動車を提示して、継続検査を受けなければならない。 

2．国土交通大臣は、継続検査の結果、自動車が保安基準に適合しないと認める

ときは、自動車検査証を使用者に返付(へんぷ)しないものとする。 

3．自動車の使用者は、継続検査を申請しようとする場合において、道路運送車両法

67条の規定（p.47｢○自動車検査証記録事項の変更｣参照）による自動車検査証の変更記録

の申請をすべき事由があるときは、あらかじめ、その申請をしなければならない。 

 

○構造等変更検査（車両法 67条）★ 

国土交通大臣は、国土交通省令で定める事由（※自動車の長さ・幅・高さ、車体の

形状、原動機の型式、燃料の種類等）に該当する変更について、保安基準に適合しな

くなるおそれがあると認めるときは、当該自動車が保安基準に適合するかどうかに

ついて、これを提示して構造等変更検査を受けるべきことを命じなければならない。 
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○自動車検査証の備付け等（車両法 66条）★★★ 

1．自動車は、自動車検査証を備え付け、かつ、国土交通省令で定めるところに

より検査標章を表示しなければ、運行の用に供してはならない。 

 
2．検査標章には、国土交通省令で定めるところにより、その交付の際の当該自動

車検査証の有効期間の満了する時期を表示するものとする。 

3．検査標章は、当該自動車検査証がその効力を失ったとき、または継続検査、

臨時検査もしくは構造等変更検査の結果、当該自動車検査証の返付を受けるこ

とができなかったときは、当該自動車に表示してはならない。 

 

○自動車検査証の再交付（車両法 70条）★ 

自動車の使用者は、自動車検査証または検査標章が滅失し、き損し、またはそ

の識別が困難となった場合には、その再交付を受けることができる。 

 

○貨物自動車の自動車検査証の有効期間（車両法 61条）★★★ 

自動車検査証の有効期間は、貨物の運送の用に供する自動車にあっては 1年とす

る。ただし、初めて自動車検査証の交付を受ける車両総重量 8トン未満の貨物の運

送の用に供する自動車については、当該自動車検査証の有効期間は 2年とする。 
 
原則 1年 

例外 
以下の条件をいずれも満たしている場合：2年 

①初めて車検証の交付を受ける ②車両総重量8トン未満の貨物自動車 

注）有効期間が 2 年になるのは、①と②の条件を両方とも満たす場合なので、「初めて車検証の交

付を受ける場合でも車両総重量が 8 トン以上の場合」には、有効期間は原則どおり 1 年となる！ 

 

○自動車検査証の有効期間の伸長(しんちょう)（車両法 61条の 2）★★ 

国土交通大臣は、一定の地域に使用の本拠の位置を有する自動車の使用者が、

天災その他やむを得ない事由により、継続検査を受けることができないと認める

ときは、当該地域に使用の本拠の位置を有する自動車の自動車検査証の有効期間

を、期間を定めて伸長する旨を公示することができる。 

●自動車検査証は自動車に備え付ける！ 

自動車検査証の原本（コピー不可）は自動車に備え付けるのであり、自動車

運送事業の用に供する自動車であっても、営業所に備え付けるわけではない。 

▼図 2-4 車検証の備え付け 

 ※検査標章は前面ガラスの内側に前方から見易いように貼り付ける！ 
画像元：国土交通省ＨＰ（https://www.mlit.go.jp/） 

【自動車検査証】 

【検査標章】 

7 インチに小型化 
（A6 サイズ相当） 

自動車に備え置く！ 

貼付け 

SAMPLE
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○自動車検査証の有効期間の起算日（車両法施行規則 44条）★★ 

自動車検査証の有効期間の起算日は、当該自動車検査証を交付する日または当

該自動車検査証に係る有効期間を記録する日とする。 

ただし、自動車検査証の有効期間が満了する日の 1ヵ月前（離島に使用の本拠

の位置を有する自動車にあっては 2ヵ月前）から当該期間が満了する日までの間

に継続検査を行い、当該自動車検査証に係る有効期間を記録する場合は、当該自

動車検査証の有効期間が満了する日の翌日とする。 

 

○自動車検査証記録事項の変更（車両法 67条）★★★ 

自動車の使用者は、自動車検査証記録事項について変更があったときは、その

事由があった日から 15 日以内に、当該変更について、国土交通大臣が行う自動

車検査証の変更記録を受けなければならない。 

 

○自動車検査証の返納（車両法 69条）★★ 

1．自動車の使用者は、当該自動車が滅失し、解体し（整備・改造のために解体

する場合を除く。）、または自動車の用途を廃止したときは、その事由があった

日（当該事由が使用済自動車の解体である場合にあっては、解体報告記録がな

されたことを知った日）から 15 日以内に、当該自動車検査証を国土交通大臣

に返納しなければならない。 

2．整備命令に伴う自動車の使用の停止（p.51「○整備不良に対する整備命令」2.参照）

を命ぜられた者は、遅滞なく、当該自動車検査証を国土交通大臣に返納しなけ

ればならない。 

 

○保安基準適合標章の表示の効果（車両法 94条の 5）★★ 

指定自動車整備事業者（いわゆる民間車検場）が継続監査の際に交付した有効な

保安基準適合標章を表示しているときは、自動車検査証を備え付けていなくても、

当該自動車を運行の用に供することができる。 

▼図 2-5 保安基準適合標章 

 

 

 

 

 

 
 

PPOOIINNTT 

☞試験で必ず出題される項目である。自動車検査証の備え付け・有効期間、自動車

検査証記録事項の変更などについては、よく試験に出題されている。 

※新しい自動車検査証が届くまでの間、自動車

の前面に見やすいように表示することで自動

車検査証の備え付けに代わる効力をもつ。 
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第第３３章章  道道路路交交通通法法  

 

 

 

 

 

 

道路交通法は、自動車の運転等についての交通ルールを定

めた法律です。運転免許を取得している人にとっては馴染

み深い法律ですが、運行管理者試験では、やや難しい問題

が出題される傾向があるので注意してください。試験での

出題数は【30問中 5問】です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●凡例 

道交法……………道路交通法  

道交法施行令……道路交通法施行令  

道交法施行規則…道路交通法施行規則 
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[3-4]交差点等における通行方法 

交差点等における通行方法も、前節と同様に実際の運転状況をイメージしながら

読むと理解しやすいです。「徐行」しなければならないのか、それとも「一時停止」

しなければならないのか意識して覚えましょう。 

 

○左折・右折（道交法 34条）★★★ 

1．車両が左折または右折するときは、下表に定めるところにより、あらかじめ

その前からできる限り決められた道路の部分に寄り、徐行しなければならない。 

行為 対象 通行方法 

左折 車両全般 
・道路の左側端に寄り、かつ、できる限

り道路の左側端に沿って徐行する。 

右折 

自動車 

一般原動機付自転車 

トロリーバス 

・道路の中央に寄り、かつ、交差点の中

心の直近の内側を徐行する。 

・一方通行の道路の場合は、右側端に寄り、

かつ、交差点の中心の内側を徐行する。 
 
※一般原付の場合、道路標識等により指定さ

れている場合や多通行帯道路（3 以上の車

両通行帯が設けられている道路）では、道

路の左側端に寄り、かつ、交差点の側端に

沿って徐行する。（二段階右折） 

特定小型原動機付自転車 

軽車両 

・道路の左側端に寄り、かつ、交差点の

側端に沿って徐行する。（二段階右折） 

2．左折または右折しようとする車両が、法令の規定により、それぞれ道路の左側端、

中央または右側端に寄ろうとして手または方向指示器による合図をした場合にお

いては、その後方にある車両は、その速度または方向を急に変更しなければなら

ないこととなる場合を除き、合図をした車両の進路の変更を妨げてはならない。 

 

○交差点における他の車両との関係①（道交法 36条）★★★ 

1．車両は、交通整理※の行なわれていない交差点においては、交差道路が優先道

路である場合等 2.の規定が適用される場合を除き、交差道路を左方から進行

してくる車両および交差道路を通行する路面電車の進行妨害をしてはならない。 

※｢信号機｣や｢警察官による手信号等｣による交通整理のこと 
 

2．車両は、交通整理の行なわれていない交差点においては、その通行している

道路が優先道路である場合を除き、交差道路が優先道路であるとき、またはそ

の通行している道路の幅員よりも交差道路の幅員が明らかに広いものであると

きは、当該交差道路を通行する車両の進行妨害をしてはならない。 
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3．車両（優先道路を通行している車両を除く。）は、交通整理の行なわれていな

い交差点に入ろうとする場合において、交差道路が優先道路であるとき、また

はその通行している道路の幅員よりも交差道路の幅員が明らかに広いものであ

るときは、徐行しなければならない。 

▼図 3-8 交差道路が優先道路等の場合における通行方法 

   

※交差道路の車両の進行妨害をしてはならない！ 

※交差点に入るときは徐行！ 

   

   
 

4．車両は、交差点に入ろうとし、および交差点内を通行するときは、当該交差

点の状況に応じ、交差道路を通行する車両等、反対方向から進行してきて右折

する車両等および当該交差点またはその直近で道路を横断する歩行者に特に注

意し、かつ、できる限り安全な速度と方法で進行しなければならない。 

 

○交差点における他の車両との関係②（道交法 37条）★ 

車両は、交差点で右折する場合において、当該交差点において直進し、または

左折しようとする車両があるときは、当該車両の進行妨害をしてはならない。 

 

○横断歩道等における歩行者等の優先①（道交法 38条）★★★ 

車両は、横断歩道等に接近する場合には、当該横断歩道等を通過する際に当該

横断歩道等によりその進路の前方を横断しようとする歩行者等がないことが明ら

かな場合を除き、当該横断歩道等の直前（道路標識等による停止線が設けられて

いるときは、その停止線の直前）で停止することができるような速度で進行しな

ければならない。 

この場合において、横断歩道等によりその進路の前方を横断し、または横断し

ようとする歩行者等があるときは、当該横断歩道等の直前で一時停止し、かつ、

その通行を妨げないようにしなければならない。 

▼図 3-9 横断歩道等における歩行者等の優先 

横断しようとする歩行者

等がいないことが明らか 

 

     

 

 
 

 

横断しようとする歩行

者等がいるか不明 

 

     

 

 
 

 

横断し、または横断しようとす

る歩行者等がいる 

 

     

 

 
 

 

そのまま進行可能 「停止することができ

るような速度」で進行 

横断歩道の直前で「一時停止」

し、歩行者等の通行を妨げない 
   

  

交差道路が優先道路 or 交差道路の幅員の方

が明らかに広い！ 
徐行 
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▼図 3-10 横断歩道等の直前で

停止車両等がある場合 
 

 
 
 

  
 
 

 
 
 

 

 

 

 

▼図 3-11 交差点への進入禁止 
 

    

    

    

    
 

○横断歩道等における歩行者等の優先②（道交法 38条）★ 

1．車両は、横断歩道等（当該車両が通過する際に信号機または警察官等の手信

号等により歩行者等の横断が禁止されているものを除く。2.においても同じ。）

またはその手前の直前で停止している車両等がある場合において、当該停止し

ている車両等の側方を通過してその前方に出ようとするときは、その前方に出

る前に一時停止しなければならない。 

2．車両は、横断歩道等およびその手前の側

端から前に 30ｍ以内の道路の部分では、

その前方を進行している他の車両等（特定

小型原動付・軽車両を除く。）の側方を通

過してその前方に出てはならない。 

 

○横断歩道のない交差点における歩行者の優先（道交法 38条の 2）★★ 

車両は、交差点またはその直近で横断歩道の設けられていない場所において歩

行者が道路を横断しているときは、その歩行者の通行を妨げてはならない。 

 

○緊急自動車の優先（道交法 40条）★ 

交差点またはその附近において、緊急自動車が接近してきたときは、車両（緊

急自動車を除く。）は交差点を避け、かつ、道路の左側（一方通行の道路におい

てその左側に寄ることが緊急自動車の通行を妨げることとなる場合には、道路の

右側）に寄って一時停止しなければならない。 

 

○指定場所における一時停止（道交法 43条）★ 

車両は、交通整理が行なわれていない交差点またはその手前の直近において、

道路標識等により一時停止すべきことが指定されているときは、停止線の直前（停

止線が設けられていない場合は、交差点の直前）で一時停止しなければならない。 

この場合において、当該車両は、交差道路を通行する車両等の進行妨害をして

はならない。 

 

○交差点等への進入禁止（道交法 50条）★★★ 

1．交通整理の行なわれている交差点に入ろうとする車両は、その進行しようと

する進路の前方の車両等の状況によ

り、交差点に入った場合においては

当該交差点内で停止することとなり、

よって交差道路における車両等の通

行の妨害となるおそれがあるときは、

当該交差点に入ってはならない。 

  

渋滞！ 

交差点に入ってはならない！ 

前方に出る前に一時停止！ 

停 
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画像元：国土交通省資料 

「ラウンドアバウトの現状」 

2．車両は、その進行しようとする進路の前方の車両等の状況により、横断歩道、

自転車横断帯、踏切または道路標示によって区画された部分に入った場合にお

いてはその部分で停止することとなるおそれがあるときは、これらの部分に入

ってはならない。 

  

○環状交差点(ラウンドアバウト)（道交法 4条）★ 

環状交差点とは、車両の通行の用に供する部分が環状の交差点で

あって、道路標識（右図参照）等により車両が当該部分を右回りに通行

すべきことが指定されているものをいう。 

 

○環状交差点における通行方法等（道交法 35条の 2）★★ 

車両は、環状交差点において直進し、左折し、右折し、または転回するときは、

あらかじめその前からできる限り道路の左側端に寄り、かつ、できる限り環状交

差点の側端に沿って（道路標識等により通行すべき部分が指定されているときは、

その指定された部分を通行して）徐行しなければならない。 

 

○環状交差点における他の車両等との関係等（道交法 37条の 2）★★ 

1．車両等は、環状交差点においては、当該環状交差点内を通行する車両等の進

行妨害をしてはならない。 

2．車両等は、環状交差点に入ろうとするときは、徐行しなければならない。（※

進入時のウインカー等による合図は不要） 

3．車両等は、環状交差点に入ろうとし、および環状

交差点内を通行するときは、当該環状交差点の状

況に応じ、当該環状交差点に入ろうとする車両等、

当該環状交差点内を通行する車両等および当該環

状交差点またはその直近で道路を横断する歩行者

に特に注意し、かつ、できる限り安全な速度と方

法で進行しなければならない。 

 

○環状交差点での合図（道交法 53条）★ 

車両の運転者は、環状交差点においては、当該環状交差点を出るとき、または

当該環状交差点において徐行し、停止し、もしくは後退するときは、手、方向指

示器または灯火により合図をし、かつ、これらの行為が終わるまで当該合図を継

続しなければならない。  

PPOOIINNTT  

☞徐行する場合、一時停止する場合、それぞれを意識しながら覚えておくこと。 

☞進路前方の状況により、交差点に入った場合において交差点内で停止してしまう

ような場合は、交差点に入ってはならない。 

SAMPLE
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第第４４章章  労労働働基基準準法法  

  

 

 

 

 

労働基準法は、労働者に対する労働条件の最低基準を定め

た法律です。この基準を下回るような労働契約は認められ

ません。試験での出題数は【30問中 6問】です。トラック

運転者にのみ適用される特別ルールである『[4-8]～[4-10]

労働時間等の改善基準』の内容が極めて重要です。 

 

 

 

 

●凡例 

労基法……………労働基準法 

労基法施行規則…労働基準法施行規則 

安衛法……………労働安全衛生法 

衛生規則…………労働安全衛生規則 

改善基準…………自動車運転者の労働時間等の改善のための基準 

特例通達…………一般乗用旅客自動車運送事業以外の事業に従事

する自動車運転者の拘束時間及び休息期間の特例

について 

 

SAMPLE
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[4-9]労働時間等の改善基準②（運転時間） 

トラック運転者の運転時間や連続運転時間には上限が定められています。前節の

拘束時間と同様に特殊な考え方を要する項目なので、時間をかけて学習しましょう。 

 

○トラック運転者の運転時間（改善基準 4条）★★★ 

運転時間は、2日（始業時刻から起算して 48時間をいう。）を平均し 1日当た

り 9時間、2週間を平均し 1週間当たり 44時間を超えないものとすること。 

 

 
●運転時間の考え方 

運転時間が改善基準に違反しているかどうかは、単純に 1日 9時間、1週間

で 44時間までしか運転できないというわけではなく、以下のように「特定日」

という少し特殊な考え方をして、2日間または 2週間の平均で判断する。 

 

① 1日の運転時間の考え方 

1 日の運転時間は、特定の日を起算日として 2 日ごとに区切り、その 2

日間の平均で違反の有無を判断するが、「［特定日の前日］と［特定日］の

運転時間の平均」と「［特定日］と［特定日の翌日］の運転時間の平均」が、

ともに 9時間を超えている場合には、改善基準に違反することになる。 

▼図 4-10「1日の運転時間」の考え方 

   
   

特定日の前日 

〔運転▲時間〕 

特定日 

〔運転●時間〕 

特定日の翌日 

〔運転■時間〕 

   
   

 

(1)と(2)どちらも 9時間を超えていない場合 
違反しない 

(1)と(2)どちらか一方だけが 9時間を超えている場合 

(1)と(2)どちらも 9時間を超えている場合 違反！ 

 

② 1週間の運転時間の考え方 

1 週間の運転時間は、特定の日を起算日として 2 週間ごとに区切り、そ

の 2週間の平均で違反の有無を判断するが、「2週間の運転時間の平均」が

44時間を超えている場合には、改善基準に違反することになる。 

▼図 4-11「1週間の運転時間」の考え方 

1週目の運転時間合計：▲時間 [(▲時間＋■時間)÷2]が44時間を 

超えていると違反！  2週目の運転時間合計：■時間 

 

(1)2日間の運転時間の平均 
[(▲時間＋●時間)÷2] 

 

(2)2日間の運転時間の平均 
[(●時間＋■時間)÷2] 

 

SAMPLE
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【例題 5】下図は、トラック運転者の運転時間の例を示したものであるが、2日目

を特定日とした場合、次のうち、2 日を平均して 1 日当たりの運転時間につい

て改善基準に違反しているものを 2つ選びなさい。 （※平成 26年度臨時試験 問 23） 
 

1.  1日目   2日目   3日目  
  運転時間 

9時間 
  運転時間 

10時間 
  運転時間 

9時間 
 

       
 

2.  1日目   2日目   3日目  
  運転時間 

10時間 
  運転時間 

9時間 
  運転時間 

9時間 
 

       
 

3.  1日目   2日目   3日目  
  運転時間 

8時間 
  運転時間 

11時間 
  運転時間 

8時間 
 

       
 

4.  1日目   2日目   3日目  
  運転時間 

11時間 
  運転時間 

9時間 
  運転時間 

8時間 
 

       
 

☞解法のポイント 

 
 

【解答】1,3 

2日目を特定日とした場合の「特定日の前日(1日目)と特定日(2日目)の運転

時間の平均」と「特定日(2日目)と特定日の翌日(3日目)の運転時間の平均」

は、それぞれ次のようになる。 
 

1．1日目と 2日目の運転時間の平均＝(9時間＋10時間)÷2＝9.5時間 

2日目と 3日目の運転時間の平均＝(10時間＋9時間)÷2＝9.5時間 
 
2．1日目と 2日目の運転時間の平均＝(10時間＋9時間)÷2＝9.5時間 

2日目と 3日目の運転時間の平均＝(9時間＋9時間)÷2＝9時間 
 
3．1日目と 2日目の運転時間の平均＝(8時間＋11時間)÷2＝9.5時間 

2日目と 3日目の運転時間の平均＝(11時間＋8時間)÷2＝9.5時間 
 
4．1日目と 2日目の運転時間の平均＝(11時間＋9時間)÷2＝10時間 

2日目と 3日目の運転時間の平均＝(9時間＋8時間)÷2＝8.5時間 
 

以上により、「1日目と 2日目の運転時間の平均」と「2日目と 3 日目の運

転時間の平均」が、ともに 9時間を超えている肢 1と肢 3が違反となる。 
 

①「特定日の前日と特定日の運転時間の平均」と「特定日と特定日の翌日

の運転時間の平均」を求める。⇒どちらも 9時間を超えていると違反！

（※「どちらも 9 時間を超えていない場合」や「どちらか一方だけが 9 時間を

超えている場合」は違反ではない） SAMPLE
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【例題 6】下表は、トラック運転者の 1ヵ月の勤務状況の例を示したものである

が、改善基準に定める運転時間に関する次の記述のうち、正しいものを 1つ選

びなさい。なお、1人乗務とし、「1ヵ月についての拘束時間の延長に関する労

使協定」があり、下表の 1ヵ月は、当該協定により 1ヵ月についての拘束時間

を延長することができる月に該当するものとする。（※平成 28年度第 1回試験 問 23） 

 

第 1 週 

 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 週の合計時間 
各日の運転時間 6 10 8 9 10 5 

休日 
48 

各日の拘束時間 12 15 12 12 13 13 77 
 

第 2 週 

 8 日 9 日 10 日 11 日 12 日 13 日 14 日 週の合計時間 
各日の運転時間 5 5 10 9 10 5 

休日 
44 

各日の拘束時間 9 10 13 12 14 12 70 
 

第 3 週 

 15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 20 日 21 日 週の合計時間 
各日の運転時間 5 8 7 8 5 6 

休日 
39 

各日の拘束時間 12 10 11 12 12 10 67 
 

第 4 週 

 22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 27 日 28 日 週の合計時間 
各日の運転時間 5 5 5 8 9 8 

休日 
40 

各日の拘束時間 11 10 12 13 12 11 69 
 

第 5 週 

 29 日 30 日 31 日 週の合計時間  1ヵ月の合計時間 

各日の運転時間 7 7 8 22  193 
各日の拘束時間 11 12 12 35  318 

（注 1） 2 週間の起算日は 1日とする。 

（注 2）各労働日の始業時刻は午前 8 時とする。 

 

1．当該 5週間のすべての日を特定日とした 2日を平均し 1日当たりの運転時

間（以下「1日当たりの運転時間」という。）及び 2週間を平均し 1 週間当た

りの運転時間（以下「1週間当たりの運転時間」という。）は、改善基準に違

反しているものがある。 

 

2．1日当たりの運転時間は改善基準に違反しているものがあるが、1 週間当た

りの運転時間は改善基準に違反しているものはない。 

 

3．1日当たりの運転時間は改善基準に違反しているものはないが、1 週間当た

りの運転時間は改善基準に違反しているものがある。 

 

4．1日当たりの運転時間及び 1週間当たりの運転時間は、改善基準に違反して

いるものはない。 

 

 
 

SAMPLE
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☞解法のポイント 

 
 

【解答】1 

「1 日当たりの運転時間」については、第 2週の 11日を特定日とした場合、

「特定日の前日(10日)と特定日(11日)の運転時間の平均」が(10時間＋9時間)

÷2＝9.5時間、「特定日(11日)と特定日の翌日(12日)の運転時間の平均」が(9

時間＋10時間)÷2＝9.5時間であり、どちらも 9時間を超えているため、改善

基準に違反している。 
 

「1週間当たりの運転時間」については、「第 1週～第 2週の運転時間の平均」

が(48 時間＋44 時間)÷2＝46 時間であり、44 時間を超えているため、改善基

準に違反している。 

 

以上により、1 日当たりの運転時間及び 1 週間当たりの運転時間は、改善基

準に違反しているので、肢 1が正解となる。 
 

①「1日当たりの運転時間」は、すべての日を特定日として判断するので、

1 日～31 日まですべての日を特定日とし、前日および翌日との運転時間

の平均をそれぞれ算出して違反の有無を判断する。 

⇒（【例題 5】と同じように）どちらも 9時間を超えていると違反！ 
 

②「1週間当たりの運転時間」は、特定の日を起算日として 2週間ごとに区

切り、2週間の運転時間の平均で判断するが、本問の場合、問題の表の下

に「（注 1）2 週間の起算日は 1 日とする。」との注意書きがあるので、1

日を起算日として 2週間ごとに区切り、「第 1週～第 2週（1日～14日）

の運転時間の平均」、「第 3週～第 4週（15日～28日）の運転時間の平均」

で、それぞれ違反の有無を判断する。 

⇒2週間の運転時間の平均が 44時間を超えていると違反！ 
 

【注意】1 週間当たりの運転時間は、「起算日から 2 週間ごと」に区切って考える。

つまり、1 日を起算日とする本問の場合、「1 日から 2 週間ごと」に区切って考え

るので、「第 2 週～第 3 週（8 日～21 日）の運転時間の平均」や「第 4 週～第 5

週（22 日～31 日）の運転時間の平均」を考慮する必要はない。（※下図のように

「第 2 週と第 3 週の間」や「第 4 週と第 5 週の間」は区切られているから） 
 

▼1 日から 2 週間ごとに区切るとは… 

第 1 週  1 日～ 7 日 
※｢2 週間の運転時間の平均｣が 44 時間を超えていると違反！ 

第 2 週  8 日～14日 
 

第 3 週 15日～21日 
※｢2 週間の運転時間の平均｣が 44 時間を超えていると違反！ 

第 4 週 22日～28日 
 

第 5 週 29日～31日 
 

SAMPLE
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第第５５章章  実実務務上上のの知知識識及及びび能能力力  

 

 

 

 

 

実務上の知識及び能力は、まさに運行管理者が行う運行管

理業務に関する実務上の知識や能力についての理解度が問

われる科目です。法令の横断的な知識、事例判断能力、ト

ラブルへの対処能力など非常に広範囲から難しい問題が出

題されます。試験での出題数は【30 問中 7問】です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●凡例 

安全規則解釈運用…貨物自動車運送事業輸送安全規則の

解釈及び運用について 

点呼告示…対面による点呼と同等の効果を有するものと

して国土交通大臣が定める方法を定める告示 

 

SAMPLE
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[5-9]計算問題のポイント 

本節のような計算問題の出題数は 1問、または出題されないこともあるので、算

数が苦手な方は学習に時間をかけ過ぎず、他で点数を稼ぐことも意識しましょう。 

 

○距離・時間・速度の計算 ★★ 

走行距離、運転時間、平均速度(時速)は、次の数式で求める。 

 
【例題 1】荷主から貨物自動車運送事業者に対し、Ｂ地点で荷積みをし、Ｃ地点

に 12 時に到着させるよう運送の依頼があった。これを受けて運行管理者は下

の図に示す運行計画を立てた。（※次ページへ問題文が続きます） 

 

 

 
●数式 1：走行距離＝平均速度(時速)×運転時間 

 
【例】時速 50kmで 2時間 30分走行した場合… 

走行距離は、50km/h×2.5時間＝125kmとなる。 
 
●数式 2：運転時間＝走行距離÷平均速度(時速) 

 
【例】125km の距離を時速 50kmで走行した場合… 

運転時間は、125km÷50km/h＝2.5時間＝2時間 30分となる。 
 
●数式 3：平均速度(時速)＝走行距離÷運転時間 

 
【例】125km の距離を 2時間 30分で走行した場合… 

平均速度は、125km÷2.5時間＝50km/hとなる。 
 

＜参考＞「はじき」の法則 

 

「は」→速さ(時速)  「じ」→時間 「き」→距離  
 
つまり、距離＝速さ(時速)×時間（き＝は×じ） 

時間＝距離÷速さ(時速)（じ＝き÷は） 

速さ(時速)＝距離÷時間（は＝き÷じ） 
 

SAMPLE
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この場合において、 
 
ア．Ｃ地点に 12時に到着させるためにふさわしいＡ営業所の出庫時刻 

イ．Ｄ地点とＡ営業所間の距離 
 
を解答しなさい。             （※平成 28 年度第 1 回試験 問 29 改変） 

 

【解法】 

ア．「Ｃ地点に 12時に到着させるためにふさわしいＡ営業所の出庫時刻」を求

めるには、「Ａ営業所～Ｃ地点までの所要時間」を求める必要がある。 

運転時間は「距離÷時速」で求めることができるので、Ａ営業所～Ｂ地点

までの運転時間が 30km÷30km/h＝1時間、Ｂ地点～Ｃ地点までの運転時間が

180km÷45km/h＝4 時間となり、途中のＢ地点で 30 分間の荷積みを行ってい

るので、Ａ営業所～Ｃ地点までの所要時間は 5 時間 30 分（Ａ営業所～Ｂ地点

まで運転 1 時間＋Ｂ地点で荷積み 30 分＋Ｂ地点～Ｃ地点まで運転 4 時間）となる。 

したがって、Ａ営業所の出庫時刻は、Ｃ地点到着時刻である 12 時の 5 時

間 30分前であり、6時 30分となる。 
 
イ．「Ｄ地点とＡ営業所間の距離」を求めるには、「Ｄ地点～Ａ営業所間の運転

時間」を求める必要がある。 

まず、Ｃ地点～Ｄ地点までの運転時間は 150km÷50km/h＝3 時間なので、

Ｄ地点の到着時刻は、Ｃ地点の出発時刻 13 時 30 分の 3 時間後である 16 時

30分となる。 

そして、Ｄ地点では 15 分の休憩をとっているので、Ｄ地点の出発時刻は

16 時 45 分となり、Ａ営業所への帰庫時刻が 17時 45 分なので、Ｄ地点～Ａ

営業所間の運転時間は 1時間であることがわかる。 

距離は「時速×運転時間」で求めることができるので、Ｄ地点～Ａ営業所

間の距離は 30km/h×1時間＝30kmとなる。 

 

○高速道路を走行する際の運転時間の設定 ★★★ 

【例題 2】以下は、運行管理者が立てた運行計画の一部であるが、Ｃ料金所から

Ⅾ料金所までの間の高速自動車国道の運転時間を 2時間と設定したことは、道

路交通法令に定める制限速度に照らし適切か否かについて解答しなさい。 

なお、当該運行には、車両総重量 8トン、最大積載量 5トンの貨物自動車を

使用するものとする。        （※令和 3年度ＣＢＴ試験出題例 問 29改変） 

 

 

SAMPLE
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【解法】 

「Ｃ料金所～Ｄ料金所間（180km）を設定された運転時間（2 時間）内で走行

できるか」を考えるが、そのためには、本問の貨物自動車が高速道路を走行す

る際の最高速度を理解しておく必要がある。 

「車両総重量が 8 トン以上または最大積載量が 5 トン以上の貨物自動車」が

高速道路を走行する際の最高速度は時速 80kmであり（p.65「○高速道路における最

高速度」参照）、「〇以上」とは、「〇を含み、その上の範囲」という意味なので、

本問の貨物自動車（車両総重量 8トン、最大積載量 5トン）も該当する。 
 
以上を踏まえ、以下①～③のいずれの解法で正誤判断してもよい。 

 
◎解法①（※走行距離から正誤判断する） 

時速 80kmで 2時間走行した場合、80km/h×2時間＝160kmなので、設定時

間で 160kmの距離しか走行できない。 
 

◎解法②（※運転時間から正誤判断する） 

180kmの距離を時速 80kmで走行する場合、180km÷80km/h＝2.25 時間、こ

れを「分」に変換すると 2.25 時間×60 分＝135 分（2 時間 15 分）（※180km

÷80km/h＝2 と 20/80 時間＝2 と 1/4 時間＝2 時間 15分と計算してもＯＫ）なので、

運転時間を 2時間 15分以上に設定しなければ設定時間内に走行できない。 
 

◎解法③（※平均速度(時速)から正誤判断する） 

180kmの距離を 2 時間で走行する場合、180km÷2時間＝90km/hなので、時

速 90km以上で走行しなければ設定時間内に走行できない。 
 

したがって、運転時間を 2時間と設定したことは適切でない。 

 

○空走距離・停止距離の計算 ★★ 

空走時間が 1秒間の場合の空走距離や停止距離は、次の数式で求める。 

 

【例題 3】次のア及びイについて解答しなさい。（※平成 26 年度第 2 回試験 問 27 改変） 
 

ア．時速 54 キロメートルで走行中の自動車の運転者が、前車との追突の危険

を認知しブレーキ操作を行い、ブレーキが効きはじめるまでに要する空走時

間を 1秒間とすると、当該自動車の空走距離は何メートルか。 
 

イ．時速 54 キロメートルで走行中の自動車の運転者が、前車との追突の危険

を認知しブレーキ操作を行い、ブレーキが効きはじめるまでに要する空走時

間を 1秒間とし、ブレーキが効きはじめてから停止するまでに走る制動距離

を 9メートルとすると、当該自動車の停止距離は何メートルか。 

●数式 4：空走距離(ｍ)＝1時間に走行する距離(ｍ)÷3,600(秒) 

●数式 5：停止距離(ｍ)＝空走距離(ｍ)＋制動距離(ｍ) 

SAMPLE
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【解法】 

ア．空走距離とは「危険を認知し、ブレーキ操作を行い、ブレーキが効きはじ

めるまでに要する時間（空走時間）の間に走行する距離」をいうが（p.132「○

空走距離・制動距離・停止距離」参照）、問題文にあるように、空走時間は 1 秒間

なので、本問の場合、「空走距離＝1秒間に走行する距離」となる。 

時速 54kmで走行中の自動車は、1時間（3,600秒）で 54km（54,000ｍ）の

距離を走行することになり、空走距離は、54,000ｍ÷3,600秒＝15ｍとなる。 
 
イ．停止距離とは「危険を認知してから停止するまでに走行した距離」のこと

をいい、空走距離＋制動距離で求めることができる。 

設問アの解答により空走距離は 15ｍであり、制動距離は問題文にあるよう

に 9ｍなので、停止距離は、空走距離 15ｍ＋制動距離 9ｍ＝24ｍとなる。 

 

○車間距離の計算 ★★ 

【例題 4】Ａ自動車が前方のＢ自動車とともに時速 36キロメートルで 15メート

ルの車間距離を保ちながらＢ自動車に追従して走行していたところ、突然、前

方のＢ自動車が急ブレーキをかけたのを認め、Ａ自動車も直ちに急ブレーキを

かけ、Ａ自動車、Ｂ自動車ともそのまま停止した。 

この場合におけるＡ自動車の空走時間を 1 秒間とし、時速 36 キロメートル

におけるＡ自動車の制動距離が 9メートル、Ｂ自動車の制動距離が 7 メートル

とした場合、停止時におけるＡ自動車とＢ自動車の車間距離は何メートルか。 

（※平成 26 年度第 1 回試験 問 29 改変） 

 

【解法】 

Ａ自動車は、前方のＢ自動車が急ブレーキをかけたのを認めてから急ブレー

キをかけているので、停止時におけるＡ自動車とＢ自動車の車間距離は、走行

時の車間距離（15ｍ）から「Ａ自動車の空走距離」及び「Ａ自動車とＢ自動車

の制動距離の差」の分だけ縮まっていることになる。 

問題文にあるように、Ａ自動車の空走時間は 1 秒間なので、「Ａ自動車の空

走距離＝Ａ自動車が 1 秒間に走行する距離」となり、時速 36km で走行中のＡ

自動車は、1 時間（3,600 秒）で 36km（36,000ｍ）の距離を走行することにな

り、Ａ自動車の空走距離は、36,000ｍ÷3,600秒＝10ｍとなる。 

そして、問題文にあるように、時速 36km におけるＡ自動車の制動距離は 9

ｍ、Ｂ自動車の制動距離は 7ｍなので、Ａ自動車とＢ自動車の制動距離の差は

9ｍ－7ｍ＝2ｍとなる。 

したがって、停止時におけるＡ自動車とＢ自動車の車間距離は、15ｍ－10ｍ

－2ｍで 3ｍとなる。 

PPOOIINNTT  

☞算数が得意な方はすべての項目を、苦手な方も★★★の項目は読んでおこう。 

SAMPLE
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ご注文は… 

 

 

 

 ※銀行振込、代金引換、後払い（コンビニ・スマホ決済・クレジット）をご利用の方 1 

メインWebサイトよりご注文ください！ 

https://www.unkan-net.com/ 

 

 

 ※クレジットカード、PayPay、ゆっくり払い、携帯キャリア決済 をご利用の方 1 

Yahoo！ショッピングよりご注文ください！ 

https://store.shopping.yahoo.co.jp/unkan-com/ 

 

 

 

試験合格を心よりお祈りしております！ 

 

https://www.unkan-net.com/
https://store.shopping.yahoo.co.jp/unkan-com/



